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今月の主な記事 住 民 の 動 き
令和７年10月末現在（　）内は前月比

人　口	 35,260人	（−23） 15歳未満	 4,924人	（−13）

65歳以上	 9,339人	（＋10）

平均年齢	 45.5歳

　男	 17,004人	（−９）

　女	 18,256人	（−14）

世帯数	 15,723戸	（−４）
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　藍住町町制施行70周年を記念し、藍染めの衣装がテーマのファッションショー
「インディゴコレクション」を６年ぶりに開催しました。自らが染め上げた藍染衣
装を身にまとった46名のモデルが、ランウェイを華やかに彩り、伝統と革新が融
合した藍の魅力を発信しました。ステージの様子は後日、エーアイテレビでの放送
や藍住町公式YouTubeチャンネルでの公開を予定していますので、お見逃しなく！

藍藍がが彩彩るる7070周年！ 華麗周年！ 華麗なるなるフファッァッシショョンシンショョーー
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すマ第14-143号すマ第14-143号

税務課（☎637・3117）

県税・市町村税
県下一斉徴収強化月間11月 12月

　徳島県と県内市町村は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、連携して県下一斉
に徴収を強化します。
○期間中は、差押えや捜索など滞納処分の実施・強化し、臨戸（訪問による納税指導）や電話催告、ポスター
掲示など、それぞれ多様な徴収対策を実施します。

○納付できない特別の事情がある方は、必ずご相談ください。
○税金は、皆さんの健康や安全を守り、快適なまちづくりのための大切な財源です。期限内に納税を
済ませましょう。

今　月　の　納　税　・　納　付
町税・保険料 納期限 ●�口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご

入金ください。
●�口座振替契約を解除するには、解約手続が必要

です。転出・婚姻等、世帯状況に異動があった
場合でも、自動的に解約となりません。

① 固定資産税 ４期

12月１日（月）国民健康保険税 ５期
② 介護保険料 ５期
③ 後期高齢者医療保険料 ４期

●�コンビニエンスストアで納付する場合、納付期限を過ぎているもの及び納付書１枚あたりの税額が30万円を超える�
納付書は利用できませんのでご注意ください。

●�地方税統一ＱＲコードを使用した納付が可能です。�
利用方法など詳細は、地方税お支払サイトを�
ご確認ください。

　　 ①に関すること：税　務　課（☎６３７・３１１７）
　　②に関すること：介護保険室（☎６３７・３３１１）
　　③に関すること：健康推進課（☎６３７・３１１５）

問

地方税お支払サイト
地方税のお支払が便利・簡単に‼

eL マーク eL-QR eL 番号

スマホや
パソコンで
お支払が可能です

※�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 地方税お支払サイト

令和８年度　令和８年度　町立幼稚園 入園申請町立幼稚園 入園申請
　令和８年度町立幼稚園への入園申請を次のとおり受け付けます。
◦該 当 児　令和２年４月２日から令和４年４月１日に生まれた幼児
◦受付期間　11月25日（火）～28日（金）
◦受付時間　午前９時～午後５時30分
◦通園区域　各小学校区と同じ
◦申込方法　�『入園願書 兼 施設型給付費等支給認定書』に記入し、必要な書類を添付して入園を希望する幼稚

園へ提出してください。
　※�預かり保育（午後からの保育）希望者は、併せて『子育てのための施設等利用給付認定・変更申請書』の�

提出が必要です。

幼 稚 園 名 所　在　地 電 話 番 号 幼 稚 園 名 所　在　地 電 話 番 号
藍住北幼稚園 住吉字乾1 ☎692･3841 藍住西幼稚園 富吉字地神79 ☎692･7855
藍住南幼稚園 奥野字猪熊89-1 ☎692･3843 藍住東幼稚園 勝瑞字成長65 ☎641･2210

　※�入園願書を提出された方は、該当幼稚園で面接を実施します。
◦面接日時　12月８日（月）～11日（木）　午後２時～４時
　※�申請時にご希望の面接日時をお伝えください。�

（希望者多数の場合は、ご希望に沿えないことがありますので、ご了承ください。）
　※�面接時に、保育用品の購入申込手続を行います。詳細は該当幼稚園にお問い合わせください。

問 教育委員会（☎637・3128）
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　年末年始は人や自動車の動きが慌ただしく交通量も増加するほか、　飲酒する機会も多くなり、重大事故の多
発が懸念されます。
　交通ルールの遵守と交通マナーを確実に実践して、交通事故の防止に努めましょう。

実施期間
12月10日（水）〜
令和８年１月10日（土）

重
点
目
標

● 安全・安心が体感できるゆとり運転の励行
● 夕暮れ時と夜間の交通事故防止
● 飲酒運転等の悪質・危険な運転の根絶
● 高齢者の交通事故防止
● 自転車の安全利用の確保とヘルメット着用の促進

 　　 問 建設産業課（☎６３７・３１２２）

　西クリーンステーションでは、12月29日（月）
と30日（火）の午前９時から正午まで年末の粗大
ごみ特別受入れを実施します。
　両日とも周辺道路で大変な混雑が予想される
ため、近隣の一部区間で進入経路を限定させて
いただきます。
　年末に粗大ごみを持ち込む場合は、ご協力を
お願いします。
※�持ち込みできるのは粗大ごみのみです。ご注

意ください。

問 西クリーンステーション
（☎６９２・７４１１）　　　

年末年始の交通安全県民運動年末年始の交通安全県民運動

年末の粗大ごみの受入れについて

　 ハ～イこくねんです！  納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です
　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛に発送されますので、届いたら大
切に保管し、年末調整や確定申告でご利用ください。
　また、マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録を行うと、マイナポータル
の「お知らせ」で電子データを受け取ることができます（電子送付希望の登録を行うと、登録後は書面の郵送が
停止されます）。

対象者 送付方法 発送時期

① 令和７年１月１日から９月30日までの間に国民年金
保険料を納付された方

電子送付 令和７年10月中旬から下旬にかけて順次
郵送 令和７年10月下旬から11月上旬にかけて順次

② 令和７年10月１日から12月31日までの間に国民年金
保険料を納付された方（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和８年１月下旬から順次
郵送 令和８年２月上旬

　税法上とても有利な国民年金制度は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度
です。保険料は忘れずにきちんと納めましょう。

問 徳島北年金事務所（☎655・0200）　町住民課（☎637・3113）

西クリーン
ステーション
西クリーン
ステーション

藍住西
小学校
藍住西
小学校

富吉児童館富吉児童館

N
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相続登記及び住所・名前の変更登記の義務化について
　近年、所有者が分からないまま放置された土地や建物が増加し、社会問題となっていますが、その多くは
相続登記や住所・名前の変更登記がされないことで発生しています。こうした土地や建物の解消のため、令
和６年４月１日から、相続登記が義務化されました。
　また、令和８年４月１日から住所・名前の変更登記も義務化されます。
　正当な理由もなく、これらの登記をしない場合には、過料が科される可能性があります。
　詳しくは、法務省ホームページ又は下記連絡先までお問い合わせください。

　特定健診受診対象者は、「健康マイレージ事業」に参加できます。「健康マイレージ事業」とは、町国民健康保
険加入者の健康づくりを推進する取組です。特定健診受診や健康づくりの行事に参加して応募用紙を提出さ
れた方の中から抽選で記念品が当たります。
　応募用紙は、特定健診受診券（７月上旬に黄緑色の封筒でお送りしています。）に同封しています。お手元に
ない方は、ご連絡ください。
記 念 品　商品券（３万円分…１名／１万円分…３名／５千円分…５名／３千円分…５名）　計14名
対 象 者　町国民健康保険加入者のうち40歳以上の方
応 募 方 法　応募用紙を健康推進課に提出
応 募 期 限　令和８年１月31日（土）　※郵送の場合は当日消印有効
当選者発表　当選者に記念品を送付します　　　　　　　　　　　　　　　　  　  健康推進課（☎637・3115）問

徳島県司法書士会
司法書士総合相談センター（☎０８８・６５７・７１９１）

　  徳島地方法務局
　　登記部門（☎０８８・622・4171㈹）
問

法務省
ホームページ

国民健康保険加入者の皆さんへ
健康マイレージ事業に参加して健康と記念品を手に入れましょう！

◦◦◦◦◦ 障害者控除対象者認定書の交付 ◦◦◦◦◦
　65歳以上で要介護認定を受けている方又はその親族が、所得税、町県民税の申告の際に、障害者控除を受け
られる「障害者控除対象者認定書」を交付します。
対　象　者　�障害者控除を受けようとする年の12月31日現在（対象年中に死亡された場合は死亡日現在）、�

次の①、②の要件を満たしている方
　①65歳以上で、本町の要介護認定を受けている方又は本町に住民票がある要介護認定を受けている方 (注1)
　②�介護認定審査時の「主治医意見書」又は「認定調査票」の「日常生活自立度」欄に、該当する項目の記載がある方 (注2)
　(注1) 要支援１、要支援２の方は該当しません。
　(注2) 要介護１以上であっても交付対象にならない場合があります。
　(注3) �この認定書は、対象年の12月31日現在の状態に基づき認定したものです。対象年の�

12月31日より前に認定書を申請した場合は、申請日現在の状態に基づき認定書を交付�
したものであって、交付日以降の状態を証明するものではありません。

申 請 手 続　本人又は親族が交付申請書を介護保険室まで提出してください。
　　　　　　※交付申請書は介護保険室窓口に備えているほか、町ホームページからダウンロードできます。
申請に必要　・申請者の本人確認ができるもの（マイナンバーカードなど顔写真のあるもの）
なもの　　　・対象者の印鑑(申請者と対象者が異なる場合)及び介護保険被保険者証
　　　　　　・親族が申請する場合は、申請書への本人の同意の記載
申請の必要　①�既に同程度の障害区分に該当する「身体障害者手帳」等(所得税法等で規定する手帳等)をお持ちの方
がない場合　　(手帳の提示により障害者控除を受けられます。)
　　　　　　②本人、扶養者が所得税、町県民税のいずれも非課税の場合

申・問  介護保険室（☎637・3311）
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　町民サービスの向上及び業務の公正かつ
適正な執行等を目的として、12月１日から
町役場庁舎(上下水道課事務所を含む)にお
いて通話録音を開始します。録音をお知ら
せする自動音声ガイダンス終了後に電話が
つながります。

合同庁舎における
電話対応について

　県では「女性つながりサポート事業」として、不安を抱える女性に対してＷＥＢ相談、アウトリーチ支援、居場
所づくり等を行っています。
　その事業の一環として、次の提供窓口で生理用品を無償で提供しています。

提供窓口
提 供 数　使用者本人１人につき１パック（代理受取及び男性の方にはお渡しできません）
　　　　　先着246パック（昼用120パック・夜用126パック）　※昼用・夜用を選択可、無くなり次第終了
提供方法　提供場所に設置しているイラストカードを指さし合図してお知らせください。
　　　　　申請書類等は不要です。名前、住所等の個人の特定は行いません。
提供場所　企画政策課（役場３階）
提供期間　令和８年２月27日（金）まで（土日・祝日・年末年始を除く）　午前８時30分～午後５時15分
備　　考　・他の用途として使用しないでください。
　　　　　・経済的な理由により購入が難しい方以外にも、生理の貧困の状態にある方はご利用いただけます。

問 企画政策課（☎637・3124）

11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　暴力は、その対象の性別や加害者・被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。特に、配
偶者等からの暴力（ＤＶ）、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身取引、セクシュアルハラスメント
等女性に対する暴力は、重大な人権侵害であり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
　この運動をきっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力のない誰もが安心して暮らせる社会づくりを
進めましょう。 問 企画政策課（☎637・3124）

生理用品を無償で提供しています

　浄化槽を設置している方は、業者に委託している浄化槽の保守点検・清掃とは別に、１年に１回、浄化槽の水
質に関する検査（法定検査）を受けなければいけません。
　徳島県知事指定検査機関である（公社）徳島県環境技術センターが、対象者に連絡・訪問しますのでご協力を�
お願いします。
期　　間　11月28日（金）～12月４日（木）
対象地域　町内全域

浄化槽法定検査のお知らせ

問  （公社）県環境技術センター（☎636・1234）
浄化槽なんでも相談窓口　（☎636・1177）

水道メーター定期交換水道メーター定期交換
（無料）（無料）のお知らせのお知らせ

　水道メーターは、設置から８年が経過したものは、計量法
により交換が義務付けられています。
　交換が必要なメーターは、11月下旬から順次交換します。
　ご協力をよろしくお願いします。
●交換期間　11月下旬
※�交換が必要なメーターのあるご家庭には、11月中旬までに別途�

ご案内します。
※�交換作業は、藍住町上下水道

工事店協同組合が実施します。
※�交換時、５分から30分程度断水

します。
※�ご不在の場合でも交換を実施し

ますので、ご了承ください。
問 上下水道課（☎６３７・３１３１）

水
みず

丸
まる

くん

水を大切に！

あ
い
の
す
け
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国保税
586,956,485円
（17.8%）県支出金

2,278,170,823円
（69.1%）

繰入金 304,239,352円（9.2%）

繰越金 109,102,888円（3.3%） その他　19,084,280円（0.6%）

保険給付費
2,244,988,115円
（70.7%）

その他　2,596,600円（0.1%）

国保事業費納付金
　848,436,944円（26.7%）

保健事業費　30,194,171円（1.0%）

歳 入
3,297,553,828円

3,175,911,087円
歳 出

総務費　49,695,257円
（1.6%）

総務費　50,591,268円（1.8%）

地域支援事業費
92,805,562円（3.2%）

諸支出金　28,047,034円（1.0%）

介護保険料
743,539,250円（23.7%）

介護認定審査会費
35,598,339円（1.2%）

分担金及び負担金
21,328,346円（0.7%）

国庫支出金
542,546,806円
（17.3%）

歳 入
3,140,629,479円

2,881,854,028円
歳 出

支払基金交付金
738,612,751円（23.5%）
支払基金交付金

738,612,751円（23.5%）

保険給付費
2,674,811,825円（92.8%）

保険給付費
2,674,811,825円（92.8%）

県支出金
376,249,917円
（12.0%）

繰入金
487,000,000円
（15.5%）

繰越金・その他
231,352,409円（7.4%）

諸収入
209,300円（0.0%）

総務費
19,003,074円（3.7%）

使用料及び手数料
600円（0.0%）

繰入金
127,495,639円（24.4%）

繰越金
13,136,790円（2.5%）

諸支出金
311,100円（0.1%）

歳 入
522,250,829円

509,049,539円
歳 出

後期高齢者医療保険料
381,408,500円（73.0%）

後期高齢者医療広域連合納付金
489,735,365円（96.2%）

令和6年度　特別会計決算状況

後期高齢者医療事業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 522,250,829円
2. 歳 出 総 額 509,049,539円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 13,201,290円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 13,201,290円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

国民健康保険事業

※構成比（％）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。

令和６年度１人当たりの医療費

432,106円

介 護 保 険 事 業
実質収支に関する調書

区　　　　分 金　　　額
1. 歳 入 総 額 3,140,629,479 円
2. 歳 出 総 額 2,881,854,028 円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 258,775,451 円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0 円
繰越明許費繰越額 0 円
事故繰越し繰越額 0 円

計 0 円
5. 実 質 収 支 額 258,775,451 円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0 円

令和６年度サービス受給者1人当たりの介護保険給付費
種　類

居宅 地域密着 施設
1,306,930 円 2,983,595 円 3,776,678 円 

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 3,297,553,828円
2. 歳 出 総 額 3,175,911,087円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 121,642,741円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 121,642,741円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円
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歳 入
12,050,560円

予防給付費収入
12,050,560円（100.0%）

歳 出
12,050,560円

介護予防サービス事業費
12,050,560円（100.0%）

実質収支に関する調書
区　　　　分 金　　　額

1. 歳 入 総 額 12,050,560円
2. 歳 出 総 額 12,050,560円
3. 歳 入 歳 出 差 引 額 0円

4. 翌年度へ繰越
すべき財源

継続費逓次繰越額 0円
繰越明許費繰越額 0円
事故繰越し繰越額 0円

計 0円
5. 実 質 収 支 額 0円
6. 実質収支のうち地方自治法第233

条の2の規定による基金繰入額 0円

介護サービス事業（地域包括支援）

分担金収益
8,835,118円（1.8%）
分担金収益
8,835,118円（1.8%）
受託工事収益
9,265,000円
（1.9%）

受託工事収益
9,265,000円
（1.9%）

その他営業収益
1,321,000円（0.3％）
その他営業収益
1,321,000円（0.3％）

営業外収益
16,867,886円（3.5％）

営業外収益
16,867,886円（3.5％）

原水及び浄水費
95,745,122円（21.0%）
原水及び浄水費
95,745,122円（21.0%）

配水及び給水費
114,967,845円（25.1%）
配水及び給水費
114,967,845円（25.1%）

受託工事費　9,968,029円（2.1%）受託工事費　9,968,029円（2.1%）

減価償却費
158,885,160円
（34.8%）

減価償却費
158,885,160円
（34.8%）

総係費
73,484,106円（16.1%）
総係費
73,484,106円（16.1%）

営業外費用
3,687,617円（0.8%）
営業外費用
3,687,617円（0.8%）

工事負担金
5,027,368円（73.3%）
工事負担金
5,027,368円（73.3%）

給水収益 451,339,868円（92.5％）給水収益 451,339,868円（92.5％）

他会計負担金
1,832,300円
（26.7%）

他会計負担金
1,832,300円
（26.7%）

収益的収支の内訳

資本的収支の内訳

収益的収入（税抜）
487,628,872円

収益的支出（税抜）
456,785,446円

資本的収入（税抜）
6,859,668円

資本的支出（税抜）
265,347,901円

企業債
64,889,521円
（24.5%）

企業債
64,889,521円
（24.5%）

原水及び浄水設備工事
90,581,000円（34.1%）
原水及び浄水設備工事
90,581,000円（34.1%）

固定資産取得費
1,923,782円（0.7%）
固定資産取得費
1,923,782円（0.7%）

配水設備工事
107,953,598円
（40.7%）

配水設備工事
107,953,598円
（40.7%）

特別損失　47,567円（0.1%）特別損失　47,567円（0.1%）

水　 道　 事　 業

給水人口 35,133人 給水戸数 12,251戸 年間総配水量 5,139,819m3 有　収　率 83.9％

その他の営業収益
30,000円（0.1％）
その他の営業収益
30,000円（0.1％）

下水道使用料 120,193,458円（31.5%）下水道使用料 120,193,458円（31.5%）

管渠費
116,325,801円（36.5％）
管渠費
116,325,801円（36.5％）

業務費
2,980,819円（0.9％）
業務費
2,980,819円（0.9％）

総係費
13,028,475円（4.1%）
総係費
13,028,475円（4.1%）

営業外費用
38,144,778円
（12.0%）

営業外費用
38,144,778円
（12.0%）

減価償却費
147,755,359円
（46.4%）

減価償却費
147,755,359円
（46.4%）

特別損失
9,028円
（0.1%）

特別損失
9,028円
（0.1%）

企業債
28,800,000円（23.9%）
企業債
28,800,000円（23.9%）

受益者負担金
1,380,000円（1.1%）
受益者負担金
1,380,000円（1.1%）

営業外収益
260,896,605円（68.4％）
営業外収益
260,896,605円（68.4％）

他会計補助金
34,619,000円
（28.7%）

他会計補助金
34,619,000円
（28.7%）

収益的収支の内訳

資本的収支の内訳

収益的収入（税抜）
381,120,063円

収益的支出（税抜）
318,244,260円

資本的収入（税抜）
120,692,000円

資本的支出（税抜）
226,096,637円

企業債償還金
171,588,739円
（75.9%）

企業債償還金
171,588,739円
（75.9%）

管渠改良費
54,507,898円（24.1%）
管渠改良費
54,507,898円（24.1%）

他会計負担金
28,793,000円（23.9%）
他会計負担金
28,793,000円（23.9%）

国庫補助金
27,100,000円（22.4%）
国庫補助金
27,100,000円（22.4%）

下 水 道 事 業

処理区域内人口 4,516人 処理区域内水洗化人口 2,340人 水洗化率 51.8% 年間有収水量 690,754㎥
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「藍住まちゼミ」とは？
　「お客様・お店・地域」のみんなが良くなる「三方良し」の取組で、お店の人が講師となって専
門知識やプロの技を受講者にお伝えする少人数制の講座です。60～90分程度で分かりやすく、
気軽に参加していただけます。
　「お店」と「まち」のファンになっていただくための講座のため、
お店からの販売は一切ありません。安心して受講できます。
期　　限　12月25日（木）まで
場　　所　参加各店舗（23事業所）、藍住町商工会
受講申込　各店へ電話、SNS等を通じて予約　※定員になり次第締切
受 講 料　無料（ただし、材料費等がかかる場合あり）
※�講座内容等は、次の場所に設置しているチラシをご確認ください。
チラシ設置場所　�藍住町商工会、藍住町役場１階、藍住町商工会ホームページ他

問 藍住町商工会（692・2816）

まち
ゼミ

　今年９月に徳島県から新たな津波浸水想定が発表されました。
　これを踏まえ、広く県民の方へ向けて津波避難や防災・減災に関する情報を知っていただくた
め、徳島大学名誉教授の中野 晋 氏を講師に迎えて、徳島県により講演会が開催されます。
　事前申込みが必要ですので、総務課へご連絡いただくか、QRコードからお申し込みください。
日　時　�11月17日(月)�

午後７時から午後８時30分（受付開始 午後６時30分）
場　所　藍住町合同庁舎４階　会議室405　　　　　　　　　　　　 問 総務課（☎637・3111）

徳島県津波避難啓発キャラバン（講演会）が開催されます！

事前申込はこちらから
（徳島県電子自治体共同システム）

会員登録は
コチラから

事業者登録は
コチラから

第16回 藍住まちゼミを開講第16回 藍住まちゼミを開講!!
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ジェイテクト男子ソフトボール部　表敬訪問ジェイテクト男子ソフトボール部　表敬訪問
～天皇盃第71回全日本総合男子ソフトボール選手権大会準優勝報告～

　株式会社ジェイテクト男子ソフトボール部が、天皇盃第71回
全日本総合男子ソフトボール選手権大会に出場し、見事準優勝
されました。
　10月16日、ジェイテクト男子ソフトボール部の皆さんが準優
勝報告のため町長を表敬訪問されました。

第２回藍住町小中学生パークゴルフ大会を開催しました！第２回藍住町小中学生パークゴルフ大会を開催しました！

総合文化ホール開館６周年記念公演総合文化ホール開館６周年記念公演
N響メンバーによる室内楽の午後 Vol.７N響メンバーによる室内楽の午後 Vol.７

～ Special　Guest　安川みく ～～ Special　Guest　安川みく ～

　10月４日に、第２回藍住町小中学生パークゴルフ大会を河川敷運動公園パークゴルフ場で開催しました。
　町内から35名の参加者があり、小学生の部、中学生の部に分かれて、上位を目指してプレーしました。
　参加者たちは、初めは打球の力加減に苦戦しながらも、ホールを回るごとに上達していき、「楽しかった！」
とパークゴルフの面白さを実感していました。
　また、令和８年３月には町長杯の開催を予定しています。大会に向け、12月13日、令和８年１月10日、令和
８年２月14日（すべて土曜日）のパークゴルフ無料デーで体験をしてみませんか？
※パークゴルフ無料デーは町内在住の小中学生が対象です。

　11月３日、藍住町総合文化ホールは開館６周年を迎えました。毎年、
開館記念日に開催しているN響メンバーによる室内楽公演では、スペ
シャルゲストとして藍住町出身のソプラノ歌手、安川みくさんにご出
演いただきました。弦楽器の奥深い音色と安川さんの透き通った美し
い歌声が聴衆を魅了しました。
　またN響メンバーによる学校公演では、児童生徒たちが生演奏の迫
力や音色の美しさに聴き入り、クラシック音楽を身近に感じることが
できました。
　今年初めて実施した楽器
ゼミナールでは、N響メン
バーによるレッスンの後、
受講生とN響メンバーで合
奏を一緒に楽しみました。
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　藍住町中学生海外派遣団は、8月17日の午後に出発し、10日間の日程でオーストラリアに滞在しました。　藍住町中学生海外派遣団は、8月17日の午後に出発し、10日間の日程でオーストラリアに滞在しました。
　団員（藍住中学校と藍住東中学校の中学2年生16名）は、学校プログラムやホームステイなどを通して現地の人々　団員（藍住中学校と藍住東中学校の中学2年生16名）は、学校プログラムやホームステイなどを通して現地の人々
と交流し、8月26日の夜、無事に帰国しました。特に、8月18日から25日までの８日間は、ホストファミリーと一と交流し、8月26日の夜、無事に帰国しました。特に、8月18日から25日までの８日間は、ホストファミリーと一
緒に過ごし、たくさんの思い出を作ることができました。緒に過ごし、たくさんの思い出を作ることができました。
　団長、副団長、団員16名の海外研修の感想を紹介します。　団長、副団長、団員16名の海外研修の感想を紹介します。

鈴木　　花（藍住中学校）
　毎日が学びで、驚きの連続だった10日間。季節も文化も違うオース
トラリアですが、人々はとても温かく、フレンドリーで信じられないく
らい楽しかったです。観光では体験できないホームステイや現地の学校
での授業。すべてが英語での生活で、2日目からはほとんど聞き取るこ
とができました。知っている単語を並べて、自分から積極的に話しかけ
ると、ちゃんと理解してくれました。今回の素晴らしい経験を、私は絶
対に忘れません。支えてくださったみなさま、ありがとうございました。

副団長　松永　恵理（藍住東中学校　教諭）
　本事業は、子どもたちに忘れられない経験を与えてくれまし
た。言葉や文化の違いを乗り越え、ホストファミリーや現地校
の友人との温かい交流を通して、コミュニケーションの大切さ
を実感することができました。この経験は、思い出に留まらず、
何事にも挑戦する勇気と可能性を広げるきっかけになることと
思います。関係者の皆様に心より感謝いたします。

前原　　弘（藍住中学校）
　オーストラリアのゴスフォードにある学校を訪れ、授業
を見学したり、現地の生徒とふれあったりしました。はじ
めは緊張しましたが、みんなとてもやさしく、笑顔で話し
かけてくれたのが印象的でした。英語がうまく伝わらなく
ても、ゆっくり聞いてくれて、安心して話すことができま
した。とても貴重な経験ができました。

武岡　愛真（藍住中学校）
　初日から最終日まで、どんなことからも学べないことは
ありませんでした。異文化の中での生活を通して、多様な
価値観を知り、自立心を得ることができました。また、私
の話した英語が伝わったとき、心から嬉しかったです。自
分に自信がつきました。それと同時に、現地の友達とも、
日本の友達とも仲良くなれました。オーストラリアで過ご
したこの時間、本当に幸せでした。

辻　　桜季（藍住東中学校）
　「異文化に触れたい。」それが、この海外派遣事業に参加を決め
た大きな動機でした。僕にとって初めてのオーストラリア、何も
かも新鮮で、目に映るすべてのものに毎日感動していました。英
会話が苦手で苦労もしましたが、今こうして「楽しかった」と声を
大にして言えるのは、仲間や先生、（日本・オーストラリアの）家族
など、多くの方々のおかげです。最初から最後まで感謝の気持
ちでいっぱいの10日間となりました。ありがとうございました。

髙橋　歩夢（藍住東中学校）
　僕は、この10日間でオーストラリアのことについてたくさ
ん知ることができました。現地の学校でバディと話したり、
ホストファミリーとショッピングセンターに行ったりして、
充実した毎日を過ごすことができました。今回のオーストラ
リアでの体験は、僕の一生の宝物です。また、海外に行くこ
とがあれば、オーストラリアでできなかったことに挑戦した
いです。

糸林　佐菜（藍住東中学校）
　初の海外で、とても緊張していた私を支えてくれた言葉が

「That’s OK！」でした。感謝した時、困っている時、誤った
時、「That’s OK！」と必ず言ってくれ、その度にほっとしま
した。人を思いやる心は、日本もオーストラリアも変わらな
いのだと強く実感しました。これからも、この心を忘れず、
外国人とも積極的に会話していきたいと思いました。

団長　安友　孝宣（藍住中学校　教頭）
　今回派遣していただいた中学生16名は、この研修を通
して大きく成長することができました。英語のスキルアッ
プを図りながらオーストラリアの多様な文化に触れられた
ことは、これからの国際社会で活躍していく子どもたちの
人生において大きな糧になるはずです。本事業に関わって
くださった皆さまに心より感謝申し上げます。

前田　優奈（藍住中学校）
　海外派遣を通して、コミュニケーションの大切さを学び
ました。ホストファミリーとは、海や動物園に行ったり、
一緒にボードゲームをしたりし、バディの子達とは、学校
で休み時間にバレーをして、とても盛り上がりました。言
葉や文化が違っても、お互いに伝えようとする気持ちがあ
れば、楽しく交流できることがわかりました。

村田　一朗（藍住東中学校）
　僕にとって驚きと感動の10日間だった。まず、広々とした
道路や壮大な景色を見て、日本との国土面積の違いを実感し
た。ホームステイならではの体験はどれも新鮮だった。英語
でのコミュニケーションは日を重ねるごとに楽しむ事ができ
たが、今後の課題も見つかった。この経験を生かし、これか
らも色々な事にどんどん挑戦し、努力し続けたい。

山谷　和花（藍住東中学校）
　この夏、オーストラリアを訪れ、オペラハウスの見学や動
物園でのコアラとの触れ合い、現地の学校生活、約一週間の
ホームステイなど、様々な体験をしました。特に、ホストファ
ミリーとの交流が印象深く、食事や生活習慣の違いに驚きま
した。これまでよりも英語や異文化への関心が高まりました。
とても貴重で忘れられない体験になりました。

吉本　夕葵（藍住中学校）
　限られた期間のチャレンジを通して、物事に前向きに取
り組む勇気を得ました。言葉が思うように通じない日常の
中で、改めてコミュニケーションの大切さや、生活習慣や
文化の違いを楽しむことができたのは、バディ達やホスト
ファミリーのおかげです。また、英語学習に取り組みたい
という強い原動力になりました。私にとってかけがえのな
い宝物です。

藍住町中学生海外派遣事業藍住町中学生海外派遣事業

藍住町中学生海外派遣団　帰国報告藍住町中学生海外派遣団　帰国報告
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８月17日（日） 出発

８月18日（月）
シドニー空港へ到着
オペラハウス・ダーリングハーバー等の市内観光
ホストファミリーと対面後、それぞれのホスト宅へ

８月19日（火）

〜

８月22日（金）

St Philip's Christian College Gosfordで
学校プログラム
ホームステイ

８月23日（土）
８月24日（日） ホストファミリーと過ごす休日

８月25日（月） ホストファミリーとお別れ
世界遺産ブルーマウンテン観光等

８月26日（火） 帰国

山田　愛莉奈（藍住中学校）
　私は、今回のオーストラリア派遣事業で、自分と違う言葉を使う人たちと会話
することの楽しさを感じることが出来ました。日本では日常で英語を話す機会がな
いので、現地に行ったとき、緊張してなかなか話しかけに行けなかったし、話しか
けられてもスラスラ答えることが出来ず、とても悔しかったです。でも、なんとか
自分の思っていることを理解してもらいたいと思い、懸命に英語をしゃべって伝わっ
たときはとてもうれしかったです。オーストラリア研修事業に参加したことで素敵な
仲間もたくさんできて、この思い出は一生ものです！ありがとうございました！

久積　優喜（藍住東中学校）
　僕にとってこの10日間は今までで一番濃厚な10日間でし
た。初めての海外で、何もかもが新鮮でとても楽しかったで
す。ホストファミリーや現地の学校の友達に言葉が通じたと
きは、とても嬉しかったです。日本にない文化にたくさん触
れることができ、素晴らしい経験をしました。この経験を人
生の選択肢を増やすためにいかしたいです。

岸　　実優（藍住中学校）
　私は、今回の海外派遣事業で、日本では学べないような
ことをたくさん学びました。学校をはじめ、日本と大きく違う
部分がたくさんありました。ホストファミリーやバディの方々
も優しく、英語が分からないときには、翻訳機を使って翻訳
してくれました。
　今回の経験を生かして、いろんな体験に積極的に参加しよ
うと思います。

阪東　真生（藍住東中学校）
　10日間のオーストラリア研修によって文化の違いを知
るだけでなく、英語で話すことの楽しさに気がつきました。
私が一生懸命話した英語がホストファミリーやバディに伝
わった時はとても嬉しかったです。この経験を生かして、
さらに海外の方と積極的にコミュニケーションを取れるよ
うに、自分の英語の能力を高め続けたいと思いました。

林　　愛果（藍住中学校）
　私は、この海外派遣で、オーストラリアと日本の違いを感じ、
学ぶことができました。家のつくりや、文化、考え方を改めて自
分の目でみて、よく分かりました。ホストと日本やオーストラリ
アについてたくさん話したり、子どもたちと遊んだりして、とて
も楽しかったです。折り紙で花や蝶、クローバー、鶴などをつくっ
てあげると喜んでくれたことが心に残っています。この経験を生
かし、何事にも積極的に取り組んでいこうと思います。

曽根　武尊（藍住東中学校）
　僕は、今回の海外派遣事業に参加し、オーストラリアの
文化や生活に触れ、学ぶことができました。現地では、ホー
ムステイをして、実際に行かないとわからない様々なこと
を学ぶことができました。また、会話はすべて英語で行う
ので、自分の英語力を伸ばすこともできました。僕は、こ
の事業に参加して本当に良かったと思います。
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にんじんにんじん播種体験播種体験をを行行いましたいました
　10月22日、西小学校３年生がにんじんの播種（種まき）体験を行い
ました。
　播種体験前に、自立経営農業振興会のにんじん農家さんからにん
じん栽培について説明をしていただきました。
　播種体験では、子どもたちは大きなにんじんが育つよう、一粒一粒、
丁寧に種をまいていました。　今回種を播いたにんじんは、２月末
頃に収穫予定です。

藍住町町制施行70周年記念 第12回あいずみスマイリーマルシェ
　国史跡・勝瑞城館跡で開催されるマルシェです！今回は138店舗のお店
が集まり、初出店が40店舗、県外からも14店舗が出店します。
　勝瑞城館跡の他にも、近隣の神社や施設などでも企画やイベント、景品
がもらえるスタンプラリーも開催します。
　ステージイベントでは、地元獅子舞やスティールパンの演奏、サンバ・
ボサノバに阿波踊りなど一日中楽しめるイベントです。
日　時　11月23日（日）　午前10時～午後３時30分
場　所　勝瑞城館跡（マルシェ会場）
＜各会場での企画・イベント＞
●勝瑞城館跡（マルシェ会場）★
　・ワンちゃんグッズエリア・ワンちゃんのフォトスポット
　・藍住中学校茶道・華道部によるお茶会
　・「実休さんと巡るスタンプラリー」（徳島北高校 生徒企画）
●旧吉野川クルージング（運行時間　午前10時〜午後３時）
●南陽神社★
　「アイハレノヒ」ハンドメイド作家など15店舗出店
●勝瑞駅★
　・「本と寄り道」（駅舎内：書店４店舗出店、ロータリー：一箱古本市）
　・コーヒースタンドの出店
　・「JR勝瑞駅マスコットキャラクター投票」（徳島北高校 生徒企画）
●徳島北高校 勝瑞駅側入口★
　・紙飛行機大会
　・葉っぱアート（徳島北高校 生徒企画）
●あいずみ藍工房★
　藍染体験（予約制）、蒅

すくも
の見学

★…スタンプラリーのスタンプ設置場所
※�詳細は、あいずみスマイリーマルシェ
　インスタグラムをご覧ください。

主　催　勝瑞城みらいへつなげ隊
後　援　藍住町

問　勝瑞城みらいへつなげ隊（☎090・2828・6456）

フェイスブック インスタグラム
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「しつけ」と「虐待」の違い
　「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。保
護者は、子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴力以外の方法によってしつけを行わなければな
りません。
　「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう行為
をいい、体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対する不適切な関わり全てを含みます。
　保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っていても、「しつけ」のつもりであったとしても、子ど
もにとって有害な行為であれば虐待です。
虐待の定義
身体的虐待
殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく揺さぶる、
家の外に閉め出す、長時間正座をさせる など

ネグレクト（養育の拒否）
食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気や
けがをしても病院に連れて行かない など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする など

心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前で家
族に対して暴力を振るう（DV） など

気になることがあったら「通告」してください
　通告とは、「気になることを相談すること」です。
　あなたの判断で「しつけの限度を超えている」「子どもへの関わり
方がおかしい」と感じたら迷わず通告してください。誰が通告者か
を知られることはありません。保育所や学校に通っていない子ども
が虐待されているとしたら、それに気付き守ることができるのは、
あなたかもしれません。
　　相談窓口　徳島県中央こども女性相談センター（☎622・2205）

お近くの児童相談所につながります。（24時間365日通話料無料）

児童相談所
虐待対応
ダイヤル

1111月月
虐待されている子どもたちを守ることができるのはあなたかもしれません

はは「オレンジリボン「オレンジリボン
・・児童虐待防止推進キャンペーン月間」児童虐待防止推進キャンペーン月間」ですです

子育てや親子関係の不安や悩みイライラに、
いっしょに向き合います。

親子のための

相談LINEとは？

友だち登録はこちら
サービス内容の
詳細はこちら匿名可能

秘密厳守

匿名（LINE上のアイコンとニックネーム）でも相談ができます。

相談内容の秘密は守られます。

　子どもの前で夫婦喧嘩をしたり、父から母（母から父）への一方的な暴力や暴言は「心理的
虐待」にあたります。子どもの時に経験した虐待や大人からの不適切なかかわりが、子ども
の将来の心身の健康や行動に影響することがあります。子どもへのかかわりが適切でない
かもと感じたらひとりで悩まずご相談ください。
　藍住町こども家庭センターは、子どもの健やかな成長について一緒に考えます。
子どもからの相談も受け付けています。
また、要望に応じて、関係機関や専門機関の紹介・連絡調整等も行っています。
　相談窓口　藍住町こども家庭センター(☎637・3107)
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12月４日～10日は「藍住町人権週間」です12月４日～10日は「藍住町人権週間」です

代引き配達は安心？代引き配達は安心？

困った時や不安な時は、まずはお電話ください。困った時や不安な時は、まずはお電話ください。

 《相談事例》
　SNS広告でブランドのスニーカーが安く売られているのを見つけ、注文した。代引き配達で商
品は届いたが、本革製のはずが合成皮革製の偽物だった。返品したいが、海外から届いたようで
連絡先がわからない。
　代引き配達の場合、商品が届いたことを確認した上で支払うことができますが、代金を支払っ
た後に開封すると、商品が偽物だったり、粗悪品だったりすることがあります。
　注文前に、販売サイトの住所、連絡先等を確認するとともに、大幅に値引きされているなど、
少しでも怪しいと思ったら注文しないことが大切です。

　　　　　　消費生活センター（役場２階）
相談時間　　平日　午前９時～午後４時
電話番号　　088・679・1848

　人権は、私たちが幸福で平和な生活を送るために欠かすことのできない権利です。他人を思いやり、お互い　人権は、私たちが幸福で平和な生活を送るために欠かすことのできない権利です。他人を思いやり、お互い
を認め合う心が、他人だけでなく自分の権利を守ることになります。を認め合う心が、他人だけでなく自分の権利を守ることになります。
　誰もが住みよい人権のまちづくりを進めていきましょう。　誰もが住みよい人権のまちづくりを進めていきましょう。
■■園児・児童・生徒等の人権作品展示園児・児童・生徒等の人権作品展示
　　期　間期　間　12月４日（木）～10日（水）午前９時～午後５時30分　12月４日（木）～10日（水）午前９時～午後５時30分
　　場　所場　所　総合文化ホール１階　あいずみモール　総合文化ホール１階　あいずみモール
■■人権フェスティバル人権フェスティバル
　　日　時日　時　12月４日（木）　　12月４日（木）　場　所場　所　総合文化ホール　総合文化ホール
　　■■大ホール大ホール　受付：午後０時30分　開会：午後１時30分　受付：午後０時30分　開会：午後１時30分
　　　　●●オープニングオープニング　ハーモニカ　アンサンブル　奏楽（そら）　ハーモニカ　アンサンブル　奏楽（そら）
　　　　●●人権学習発表会人権学習発表会　藍住南小学校６年生児童、藍住東中学校生徒代表　藍住南小学校６年生児童、藍住東中学校生徒代表
　　　　●●講演会講演会　講師：木村　泰子さん　講師：木村　泰子さん
　　　　　　　演題：�地域の学校をすべての子どもの安全基地に　　　　　　　演題：�地域の学校をすべての子どもの安全基地に
　　　　　　　　　　～今「みんなの学校」が教えてくれること～　　　　　　　　　　～今「みんなの学校」が教えてくれること～
　　　　　　　　　　※手話通訳があります。　　　　　　　　　　※手話通訳があります。
　　■■小ホール小ホール
　　　　●●知的・発達障害で困っている人たちの疑似体験知的・発達障害で困っている人たちの疑似体験
　　　体験：午後０時30分〜午後４時30分　※30分ごとに実施（最終体験は午後４時から）　　　体験：午後０時30分〜午後４時30分　※30分ごとに実施（最終体験は午後４時から）
　　　講師：上板町手をつなぐ育成会とくしま藍隊　　　講師：上板町手をつなぐ育成会とくしま藍隊
　　■■あいずみモールあいずみモール
　　　　●●障がい者支援事業所による出店障がい者支援事業所による出店
　　■■相談室相談室
　　　　●●人権相談（特設人権相談所の開設）人権相談（特設人権相談所の開設）
■■講師プロフィール講師プロフィール
　木�村　泰子　木�村　泰子
　�　�　　大阪府生まれ。2006年に開校した大阪市立大空小学校の初代校長を９年間務める。大空小学校では「すべての子ど大阪府生まれ。2006年に開校した大阪市立大空小学校の初代校長を９年間務める。大空小学校では「すべての子ど

もの学習権を保障する」という理念のもと、教職員や地域の人たちとともに障害の有無にかかわらず、すべての子どももの学習権を保障する」という理念のもと、教職員や地域の人たちとともに障害の有無にかかわらず、すべての子ども
がいつもいっしょに学び合っている。2015年には大空小学校の1年間を追ったドキュメンタリー映画「みんなの学校」がいつもいっしょに学び合っている。2015年には大空小学校の1年間を追ったドキュメンタリー映画「みんなの学校」
が公開され、大きな反響を呼んだ。この映画は文部科学省の特別選定作品にも選ばれ、現在も全国各地の教育現場などが公開され、大きな反響を呼んだ。この映画は文部科学省の特別選定作品にも選ばれ、現在も全国各地の教育現場など
で自主上映されている。2015年春に、45年間の教員生活を終え、現在は講演やセミナーで全国の人たちと学び合ってで自主上映されている。2015年春に、45年間の教員生活を終え、現在は講演やセミナーで全国の人たちと学び合って
いる。いる。

問   教育委員会（☎637・3128）教育委員会（☎637・3128）
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人権標語人権標語 藍住東小学校児童作品

一言で　変えられる勇気と　変われる勇気	 ６年	 生田　　彩
いじめ見て　とめない自分も　いじめの仲間	 ６年	 佐藤　　繫
その一歩　勇気が未来を　変えていく	 	 ６年	 里木　順正
お互いに　認め合おうよ　個性のよさを		 ６年	 岩佐　春輝
助けよう　心の傷を　なくすため	 	 ６年	 折上　朔都
気をつけて　思いこみかも　しれないよ		 ６年	 島田　　咲

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

　今年度、新聞記者と弁護士という異なる視点の２つの講演を聴講し、現代社会における女性の人権問題につい
て、その根深さと複雑さを改めて考える機会となりました。
●ジェンダー・バイアス
　　両講演に共通していたのは、ジェンダー・バイアスという根深い性別に基づく偏見です。
　�　近年、「男らしさ」「女らしさ」といった言葉は社会の中で違和感をもって受け止められるようになってきまし

たが、「こうあるべき」と求められる姿や役割分担においては、いまだに男女の差が存在しています。男性も「男
だから」という決めつけに不快感を覚えることもあると思いますが、この問題が特に女性の人権問題として取
り上げられ、社会的な議論の中心となるのは、女性に不利益が集中していると考えられているからです。

　�　具体的には、家庭内における家事、育児、介護などの負担が女性に偏る社会の風潮が、女性のキャリアアッ
プを妨げる現実として存在します。また、企業において女性が接待要員として扱われる事例が連日大きく報じ
られたことからも、こうした偏見が女性の尊厳を傷つけ、社会参加への障壁となっていることは明らかです。

●「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」(令和6年4月1日施行)
　�　この法律は、従来の枠組みでは対応しきれなかった性的被害、DV、生活の困窮などの複雑で多様な問題に

対して、女性の人権を尊重して、自立し安心して暮らせる社会を実現するために制定されました。しかし、本
当に支援が必要な人が自身を被害者だと認識できなかったり、「自分が悪い」と思ってしまったりして支援が行
き届かない難しさがあります。困難を抱える女性が自立した生活を送れるよう、早期から継続した支援を受け
られる体制の構築が目指されています。

●選択的夫婦別姓
　�　講演後、参加者の関心が特に高かったのが、選択的夫婦別姓の問題です。現行法では、結婚時に夫婦のどち

らかが姓を変え、同じ姓を使うことが義務付けられています。これに対し、夫婦が希望すれば結婚後もそれぞ
れが元の姓を使い続けられる制度が「選択的夫婦別姓」です。

　�　現在、結婚の際に女性の改姓が95％を超え、改姓の負担が圧倒的に女性に偏っています。改姓には、運転
免許証、銀行口座、保険証などの公的な手続や名義変更を伴い、その手間と労力は相当なものです。さらに、
離婚した場合にも、同程度かそれ以上の時間と労力を姓の変更手続に費やすことになります。

　�　現行法のもとでは、夫婦別姓を希望する場合、事実婚という形をとるのが一般的です。しかし、事実婚では
子どもの出生時に、父親が自動的に戸籍に記載されず「認知」の手続が必要になるほか、夫が死亡した場合に妻
に相続権がないなど、法律婚の夫婦に認められている様々な権利や優遇措置が得られません。

　�　一方で、離婚後の姓については、民法と戸籍制度で扱いが異なり、結婚
前の姓に「戻す」か、離婚時の姓を「継続する」かを選択できます。旧姓を

「通称」として職場などで使用する場合、通称使用の登録や、名義と通称の
相違についての確認など、煩雑な手続が必要となります。

　�　これらの問題は家族の形の選択でもあり、個人の生き方にもつながりま
す。慎重に考えるべき問題です。

　�　今回、様々な視点から女性の人権問題を考えることで、性別に関係なく
「自分らしく」生きやすい社会であるためには、法の整備とともに、一人一
人を尊重する気持ちの大切さと意識の変革が不可欠だと感じました。

 藍住町人権教育推進協議会運営部会　板東　千奈美

現代社会における現代社会における
　　　　女性の人権につい　　　　女性の人権についてて
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戦
没
者
遺
児
の
皆
さ
ん
へ「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

　
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
さ
れ
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
り
、
恒
久
平
和
な
社
会
の

構
築
を
希
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

実
施
地
域　
ミ
ャ
ン
マ
ー

実
施
日　
前
班　
令
和
８
年
３
月
７
日
～
１３
日

　
　
　
　
　
後
班　
令
和
８
年
３
月
９
日
～
１５
日

申
込
期
限　
１２
月
５
日（
金
）ま
で

参
加
費　
１０
万
円

※
付
添
希
望
者
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

問 

日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
０
３・３
２
６
１・５
５
２
１
）

申 

徳
島
県
遺
族
会（

☎
６
３
６・３
２
１
２
）

情情　　報報
NOWNOW
情　報
NOW

藍
住
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

業
務
内
容　
・�

植
木
せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草

取
り
、
撤
去

　
　
　
　
　
・�

建
物
清
掃
、
西
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
資
源
ご
み
回
収

　
　
　
　
　
　
（
回
収
車
の
運
転
は
70
歳
ま
で
）

申
・
問 

公
益
社
団
法
人

　
　
　
　
藍
住
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
９
２・１
８
３
０
）

徳
島
の
藍
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
魅
力
発
信
事
業
の
参

考
に
す
る
た
め
、
徳
島
の
藍（
阿
波
藍
）に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
回
答
の
期
限
は
１１
月
３０
日（
日
）で

す
。問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
勝
瑞
事
務
所

　
　
（
☎
６
４
１・３
４
６
６
）

藍
の
ふ
る
さ
と
を
歩
く 

V
ol.

４

　
藍
住
町
を
含
む
か
つ
て
の
藍
の
一
大
産
地
で

あ
っ
た
吉
野
川
流
域
の
市
町
が
、
藍
に
関
す
る

様
々
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
美
馬
市
穴
吹
町
舞
中
島
地
区
の
藍

関
連
文
化
財
を
歩
い
て
巡
り
ま
す
。（
約
４
km
）

日

時　
12
月
７
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

集
合
場
所　

�

美
馬
市
穴
吹
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー（
美
馬
市
穴
吹
町
三
島
字
三

谷
３
０
２-

５
）

参
加
費　
高
校
生
以
上　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
小
・
中
学
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
※
保
険
料
を
含
む

定

員　
30
人　
※
先
着
順

申
込
期
限　
11
月
21
日（
金
）ま
で

申 �

美
馬
市
教
育
委
員
会
地
域
学
習
推
進
課

　
　
（
☎
０
８
８
３・５
２・８
０
１
１
）

　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　
　
（
０
８
８
３・５
３・８
８
９
０
）

　
　
電
子
メ
ー
ル

　
　

chiikigaku@
m

im
a.i-tokushim

a.jp

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
27
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
人
形
劇

と
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

　
見
て
楽
し
ん
で
、
作
っ
て
楽
し
ん
で
、
親

子
で
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日

時　
１２
月
１３
日（
土
）

　
　
　
　
　
１
回
目

　
　
　
　
　
受
付　
午
前
９
時
３０
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
前
１０
時

　
　
　
　
　
２
回
目

　
　
　
　
　
受
付　
午
後
０
時
３０
分

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
１
時

※
人
形
劇
３０
分
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３０
分

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル

参
加
費　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
※
３
歳
以
下
無
料

定

員　
各
回
７０
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
１１
月
２０
日（
木
）午
前
９
時
か
ら

申
込
方
法　

�

役
場
２
階
教
育
委
員
会
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い（
平
日
の
み
）

※�

土
日・祝
日
は
１１
月
２４
日（
月
）を
除
い
て
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

※�

電
話
で
の
申
込
み
及
び
座
席
の
指
定
は
で

き
ま
せ
ん
。

主

催　
藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
「
あ
い
っ
こ
」

問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）
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◎
休
館
日

　
　
毎
週
月
曜
日

　
　
図
書
整
理
日　
11
月
20
日（
木
）

　
　
祝　
　
　
日　
11
月
23
日（
日
）

　
　
祝
日
振
替
日　
11
月
25
日（
火
）

◎
お
は
な
し
会

　
　
毎
週
日
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
　
第
２・４
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

問 

図
書
館（

☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 

図
書
館
の
行
事 

●
●
●

徳
島
少
年
少
女
合
唱
団

第
62
回
定
期
演
奏
会

　

日
韓
国
交
正
常
化
60
周
年
を
記
念
し
て
実

施
し
た
韓
国
公
演
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
、
友
情
の

大
切
さ
を
描
い
た
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
な
が

ぐ
つ
ね
こ
』を
、
心
を
込
め
て
お
届
け
し
ま
す
。

日

時　
11
月
16
日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
５
０
０
円

入
場
券
販
売
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

主

催　
徳
島
少
年
少
女
合
唱
団

後

援　
藍
住
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

筒
井　
善
子

（
☎
６
６
４・１
８
１
１
）

藍
住
町
町
制
施
行
70
周
年
記
念

令
和
７
年
度 

朝
食
ア
イ
デ
ア
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

　
応
募
数
１
０
１
０
点
の
中
か
ら
各
部
門
の

最
優
秀
作
品
を
決
定
し
、11
月
８
日
に
福
祉・

健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
１
食
分
の
献
立
部
門

最
優
秀
賞

　
「
梅
し
ら
す
と
ろ
た
ま
丼
セ
ッ
ト
」

　
辰
巳　
瀬
良
さ
ん（
藍
住
南
小
学
校
５
年
）

主
食
と
合
わ
せ
る
バ
ラ
ン
ス
お
か
ず
部
門

最
優
秀
賞

　
「
さ
さ
み
と
カ
ラ
フ
ル
野
菜
」

　
後
藤　
千
織
さ
ん（
藍
住
南
小
学
校
５
年
）

野
菜
た
っ
ぷ
り
部
門　
最
優
秀
賞

　
「
レ
ン
ジ
で
簡
単
た
っ
ぷ
り
蒸
し
野
菜
」

　
五
反
田　
悠
優
羽
さ
ん（
藍
住
北
小
学
校
６
年
）

　

レ
シ
ピ
等
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　
認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

と
な
り
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、「
成
年
後
見
制
度
」が
あ
な

た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

　
隔
月
１
回
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
日
】偶
数
月　
第
１
水
曜
日

日

時　
12
月
３
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル　
交
流
室
１

問 

公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　
　
　
　
徳
島
市
東
沖
洲
二
丁
目
１-

８

　
　
　
　
　
　
県
行
政
書
士
会
内

　
　

(

☎
６
７
９・４
４
４
０)

自 衛 官 等 採 用 案 内
募集種目 陸上・海上・航空自衛隊

自衛官候補生 一般曹候補生

制度の
概　要

入隊３か月後、２等陸・海・空士に任用され、陸（１
年９か月）、海・空（２年９か月）を１任期とし任用さ
れます。１任期終了後は、継続（２任期以降は２年を
１任期）として勤務するか、自衛隊等による進学や就
職等の支援を受けることができます。

入隊後２等陸・海・空士に任命され、２年９か月経
過以降選考により３等陸・海・空士に昇任し、定年
まで勤務することができます。

初任給等

１　初任給
　　高卒：224,600円、大卒：239,600円
２　任期特例退職金（１任期）
　　※任期満了ごとに特例退職手当を支給
　　陸上：約73万円、海上：約118万円、
　　航空：約118万円
３　その他
　　週休二日制、期末・勤勉手当、各種手当、
　　福利厚生等を完備

１　初任給
　　高卒：224,600円、大卒：239,600円
２　その他
　　週休二日制、期末・勤勉手当、各種手当、
　　福利厚生等を完備

応募資格 １８歳以上３３歳未満の方（採用予定月の末日現在、３３歳に達してない方）

応　募
期限等

年間を通じて行っています。
詳細は、お問い合わせください。

応募期限　１１月２１日（金）まで
試　験　日　１次：１１月２９日（土）～１２月４日（木）
　　　　　２次：令和８年１月６日（火）～１３日（火）
　　　　　※試験日は、いずれか１日を指定します。
　　　　　※２次試験は、合格者に通知します。

申・問自衛隊鳴門地域事務所（☎685・5306）　鳴門市撫養町立岩字七枚57
※�鳴門地域事務所では随時説明会を実施していますので、ご予約いただければ柔軟に対応

します。 詳細な情報はこちらから▲

▲町ホーム
　ページ
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チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
券
は
ホ
ー
ル
窓
口
で
の
み
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
購
入
の
際
は
、
住
所
確
認
が

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

総
合
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

柳
亭
燕
路
・
こ
み
ち  

お
や
こ
会

日

時　
12
月
６
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

木
戸
銭　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券　
１
５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

０
歳
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日

時　
１
月
17
日（
土
）午
前
11
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
４
歳
か
ら
中
学
生　
５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券　
千
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
３
歳
以
下
膝
上
鑑
賞
無
料

　
（
大
人
１
人
に
つ
き
お
子
様
１
人
）。

た
だ
し
、
お
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

※
小
学
生
以
下
の
お
子
様
だ
け
で
の
入
場
不
可

昭
和
の
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

日

時　
１
月
17
日（
土
）午
後
３
時
30
分
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
２
千
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券　
１
５
０
０
円（
前
売
り
の
み
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

藍住
町民券

電子
チケット

藍住
町民券

電子
チケット

藍住
町民券

電子
チケット

　日本遺産の構成文化財となっている地域の城。その知られざる歴史と魅力を学び、地域資源としての活用を
一緒に考えませんか。

【講座１】「勝瑞城館跡」
　　《講師》重見 髙博（藍住町教育委員会社会教育課）
　　開催日時：12月21日（日）　午後１時30分～3時

【講座２】「徳島城跡」
　　《講師》宮城 一木 氏（徳島市教育委員会社会教育課）
　　開催日時：令和８年１月24日（土）　午後１時30分～3時

【講座３】「後瀬山城跡」
　　《講師》下仲 隆浩 氏（小浜市経営企画部御食国ブランド戦略課）
　　開催日時：令和８年１月31日（土）　午後１時30分～3時

【講座４】
　　基調講演「日本遺産と城～地域資源としての城の活用」
　　　　　　《講師》丁野 朗 氏（文化庁日本遺産審査・評価委員）
　　事例報告「八王子城・滝山城」
　　　　　　《講師》松田 明彦 氏（八王子市産業振興部日本遺産推進課）
　　ディスカッション
　　　　　　《司会》重見髙博
　　　　　　《パネラー》丁野 朗 氏、下仲 隆浩 氏、宮城 一木 氏、松田 明彦 氏
　　開催日時：令和８年３月１日（日）　午後１時～４時30分
※会場：総合文化ホール　小ホール　※申込不要・参加費無料

問 教育委員会　☎637・3128

令和７年度 勝瑞学講座 「日本遺産と城～地域資源としての城の活用～」

師
走
に
ぴ
っ
た
り
な

人
情
噺
の
名
作

「
芝
浜
」を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 1010月

届出

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍住町こども家庭センター

（氏 名） （年 齢） （住  所）

下　竹　妙　子 93歳 住吉字逆藤

渡　邉　英　二 76歳 徳命字名田

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送
れるよう健康チェック（血圧測定、検尿）や
健康体操、お話、レクリエーション等の内
容で各地域の老人憩の家で開催しますの
で、お気軽にご参加ください。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

11月17日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

11月19日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
脳若トレーニング

11月19日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操

11月21日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

12月１日 月 午前10時～11時30分 あいずみ藍工房 健康チェック
健康体操

12月２日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
体幹トレーニング

12月３日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
フレイルチェック

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

池　田　律　芭（り つ は） 男 丈 明 ・ 愛 富吉字豊吉

三　木　夢　望（ゆ め み） 女 慎 也 ・ 礼 子 富吉字穂実

西　村　晴　玖（は　 く） 男 史 哉 ・ 里 奈 富吉字豊吉

布　川　楓　真（ふ う ま） 男 裕 貴 ・ 千 紘 住吉字藤ノ木

木　村　心　優（こ　 う） 男 明 博 ・ 志 保 住吉字若宮

水　上　結　登（ゆ う と） 男 竜太郎 ・ 早 織 奥野字前川

柴　田　悠　里（ゆ う り） 女 類 ・ 有友奈 乙瀬字中田

佐々木　楓　叶（ふ う か） 女 翔 也 ・ 育 恵 住吉字藤ノ木

高　橋　　　慶（け　 い） 男 星 吾 ・ 奈 央 富吉字穂実

西　岡　蘭　奈（ら ん な） 女 一 馬 ・ あゆみ 富吉字穂実

井　上　真　紘（ま ひ ろ） 男 諒 ・ 綾 花 奥野字和田

中　田　花　依（か　 え） 女 勝 也 ・ 夏 実 富吉字大向

髙　橋　渚　橙（な ぎ と） 男 徹 ・ 優 実 笠木字中野

荒　田　純　佳（す み か） 女 和 男 ・ 佳 奈 笠木字東野

問  藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）

皆さんで徳島ヴォルティス
の応援に行きましょう！

●ホームゲームご案内
　１１月２９日（土）　午後２時から
　　　　　　　　　　　　　　 vs　V・ファーレン長崎

●試合会場　ポカリスエットスタジアム

藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍

（
髙
原
魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）

の
九
月
場
所
の
成
績
は
、
１
勝
６

敗（
序
二
段
十
一
枚
目
）で
し
た
。

十
一
月
場
所（
11
月
９
日
～
23
日
・

福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
）で
の
活
躍

を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。
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※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。この広報紙は再生紙を使用しています 。
防災行政無線
テレフォンサービス
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することができます。
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CLINIC

増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

　朝夕の気温が下がり、ようやく秋めいてきました。気温と
は逆に、寝せ込んでいる葉藍の温度はどんどん上がり、順調
に藍の発酵が進んでいます。
　あいずみ藍工房では、11月に藍染めの作品展示や商品の販
売を企画しています。
　まず、阿波銀行藍住支店開設80周年を記念した藍染企画に
おいて、あいずみ藍工房の作品が11月19日（水）まで、藍住支
店内で展示されます。絞りや型染めの手ぬぐい、新作の絞り
のハンカチやバンダナなど、技巧と工夫を凝らした作品をぜ
ひご覧ください。
　また、11月16日（日）には、石井町の武知家住宅で開催され
る「藍色マルシェ」で、藍染商品を販売します。お求めやすい
価格となっていますので、ぜひお立ち寄りください。
　今後もあらゆる機会を通じて、私たちの活動と藍の魅力を
多くの方に発信していきたいと思います。（富原）

地域おこし地域おこし協力隊協力隊
活動報告活動報告

　今年も山形県河北町から枝豆を頂きました。
「秘伝豆」という品種で、枝豆の中でも大粒で食
べ応えがあり甘みが強く味が濃いのが特徴です。
　早速、南小学校と東小学校の給食で塩茹でさ
れた枝豆が振る舞われました。児童の皆さんか
らは「噛めば噛むほど味がする。」「甘みがあって
おいしい。」「暑い中、苦労して種まきから育てて
くださったことが伝わりました。」と大変好評で
した。
　河北町の皆さん、今年もすばらしい贈物をあ
りがとうございました

河北町河北町からから友好友好のの
枝豆枝豆がが届届きましたきました

セーフティドライブタウンあいずみ推進キャンペーンの実施セーフティドライブタウンあいずみ推進キャンペーンの実施
　９月21日から30日まで、秋の全国交通安全運動が実施されました。
　９月27日にはゆめタウン徳島で、藍住町の交通安全協会、交通安全母
の会、徳島板野警察署がセーフティドライブタウンあいずみ推進キャンペー
ンを行い、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を呼びかけました。
　また、このキャンペーンに併せて、城北高校民芸部が阿波人形浄瑠璃
によるダイナミックな動きの三番叟や交通安全啓発パフォーマンス「横断
する歩行者がいたら」を熱演し、子どもから大人まで多くの来場者を魅了
しました。
　例年、日の入り時間が急激に早まる秋口以降、夕暮れ時や夜間の重大
交通事故が多発しています。引き続き交通事故のない安全で安心なまち
づくりにご協力をお願いします。
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